
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

目  標 

副校長 眞壁 弘明  

本校にはシンボルツリーと呼べる樹木が二つあります。一つは、正門の両脇にそびえ立つヒマラヤスギ、も

う一つは、子どもたちの教室に隣接する９本のイチョウです。毎年落葉の時期には昇降口前に黄色の絨毯がで

き、幻想的な風景に喜ぶ子どもたちがたくさんいます。昨年の冬、そんなイチョウを数年ぶりに剪定いたしま

した。剪定職人の方は、単に幹や枝をすっきりさせるだけでなく、次の成長を見越して数本の枝を残されてい

ました。この春、その枝から新たな葉が茂り始め、これまでのイチョウ並木とは違う趣のある緑色が輝いてい

ます。 

 剪定されたイチョウを改めて見た時、剪定職人の方が残してくださった枝は、その後のイチョウの成長を導

く道標と感じました。そして、このイチョウの木と同じように子どもたちの活動においてもよりよい成長へと

導くために「目標」が大きな意味をもちます。皆で同じ目標を見据えることで、共に高め合い、大きな成長に

つながります。 

 学校生活の中で、共に高め合う集団として「学年」は大きなウエイトを占めます。新学期が始まると、どの

学年もどんな１年にしたいか話し合いました。共に高め合うための拠り所となるのが、学年目標です。子ども

たち同士で「こんな学年にしたい」という思いを伝え合ったり、担任たちが子どもたちの成長につながるキー

ワードを説明したりしてきました。何度も話合いを重ね、それぞれの学年の学年目標ができました。学年目標

とキーワードを紹介します。 

また、学校生活の中では学年目標の他に「学校教育目標」「学級目標」「生活目標」など大小いくつかの目標

があります。さらに個人としての目標を設定して活動することもあります。どの目標も意味があり、大切にし

ていきますが、常に同じ基準で全ての目標を意識することは子どもも大人も難しい面があるかもしれません。

目標に振り回されるのではなく、その日、その月、その時期の自分の活動の道標として目標を設定し、その達

成のためには何をすべきか一人ひとりが考え、行動する力を身に付けることが大切です。 

子どもたちが目標に対して考えて行動する力を身に付け、活動がより充実したものとなるよう教職員一同努

めてまいります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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「つなぐ 自らの成長を自覚し、 

適切に行動できる岡津っ子」 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/okazu/ 

１  年：え・が・お ～えがおいっぱいの学校生活 かんどう・かんしゃ・かがやく子  

おもいやりもっておしえあい～ 

２  年：時間とルールを守って、友だちを大切に 

３  年：しあわせクローバー ～あきらめない・おもいやり・きりかえの３つのことを大切にして、相手

の気持ちを考えられる、あたたかい3年生になろう～ 

４  年：４つの羽 ～学習・友達と仲良く・アイデア・その他（行事など）～ 

５  年：あおばのきずな ～あきらめずに挑戦 思いやりを大切に  

話を聞いてメリハリを大切にきｚなを深めよう～ 

６  年：最考学年 心を一つに！ 

５組２階：ぐんぐんのばそう やさい（やさしい さいこう いっしょうけんめい）のねっこ 

５組３階：たのしくべんきょうをがんばり、きょうりょくする ５くみのこ 

 


